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アフリカ東部のアファールというところでは、図に示したようにホットスポット火山活動が起こっている。いま、このアファール地域の地下構造を地震波を使って詳細に研究しようという研究計画を思いついた地球科学者がいて、総額１０億円の研究助成金を得るため、研究計画書を文部化学省へ提出したとする。以下に示すのはこの計画書の一部である。この計画書について、以下の問いに答えよ。

・・・このアファールのホットスポットからは、３方向に新たに形成されたプレートの裂け目が伸びている。（図参照）一つは紅海の方角、一つはインド洋の方角に伸びており、最後の一つはアフリカ大陸東部の大地溝帯となっている。さらに、このホットスポットのすぐ近くのエチオピアには、洪水玄武岩によって形成された大地が広がっている。このアファール地方は、「地球では、スーパープルームの活動によってプレートが割れ新たなプレート境界が生じ、このためプレートテクトニクスが維持されている」という仮説を検証する上で、またとない地域である。本研究計画では、このアファール地方の地下3000ｋｍまでの構造を地震波トモグラフィーの手法を用いて明らかにし、ホットスポットの活動とスーパープルームとの関係を実証することを目的とする。・・・

問1． ホットスポット、洪水玄武岩、スーパープルームのお互いの関係を簡単に説明せよ。
スーパープルームが上昇して溶け出す→初期はプルームヘッドが勢いよく溶け出す　これが洪水玄武岩を形成。プルームヘッドが溶け出してプルームは尻尾だけになる→これが溶け出したものがホットスポット
問2． この研究計画では、なぜアフリカのアファールという地域を選び、なぜ3000kmなどという深さまでトモグラフィーで調べる必要があるのか、簡単に述べよ。（ヒント；スーパープルームは現在どこに存在すると思われているか。）
・南アフリカ、太平洋・・・下部マントル（～３０００km）が地震波低速度⇒あったかい⇒スーパープルームが存在すると思われる　　　　　　→したがってアフリカのアファールが選ばれ３０００kmまで調べる
こんな答えでいいのだろうか・・・

問３．　なぜ、スーパープルームにより新たなプレート境界を形成することが、地球上でプレート運動を維持する上で重要と考えられているのかその理由を簡単に述べよ。

プレート同士が衝突し合体したあと、新たなプレート境界が生まれなければプレート運動は停止するから
問４．　　この研究は、実生活には全く役に立たない、純粋に好奇心を満足させるためのものである。この種の研究に国民の税金を10億円も投入する価値があると思うかどうか意見を述べよ。（あと数年もすると君も納税者になるのだということを自覚したうえで、各自の価値観に基づいて答えよ。もちろんこの問いには、これが正解というものは存在しない。自分の価値観をどれだけ明確に述べ、意見をどれだけ論理的に展開しているかという観点で採点する。）

